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寸い
ち
ば
ん
多くの
外
国人の
手
を
握っ
た

ズ
中
国人
工商固
定雄氏・評論家）
とい
わ
れ
る

有
故
周思
来
首相。
華
や
か
な
外
交
とは
対
照

乱
的に、
中
国
革命の
歴
史の
中で、
他の
革
命

昨一
家たち
と
クッ
キ
リ
違
う生
き
ざ
ま
を
示
し

i
た
局思
来
の
苦
闘
ぶ
り
に
こ
そ、
中
国
が

建
設し
よ
うとしてい
る
もの
を
解
く
カ
ギ

が
ありは
し
ない
だ
ろ
うか。
そ
して、
彼

のが不
倒
翁d
的人
生
か
らわ
れ
わ
れが
学ぶ

べ
きこ
とは
ll。

雪、

〈
①
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
の
な
い
革
命
家
V

文

革

は

幹

部

夫

人

の

闘

争

か

ら

「
家
族
と
い
う
も
の
は、

社
会
主
穫

社
会
で
も
極
め
て
軍
要
な
も
の

で

す。

あ
な
た
方
は
家
事
を
軽
ん
じ
て

は
い
け
ま
せ
ん。

あ
な
た
方
は
そ
れ

ぞ
れ
ひ
と
り
で
政
府
を
櫨構
成
し
て
い

る
よ
う
な
も
の
で
す。

つ
ま
り、

自

分
の
家
の
内
務
・

外
務
を
一

手
に
引

き
受
け
て
い
る
の
で
す。

こ
れ
ほ
ど

大
切
な
仕
事
が
ほ
か
に
あ
る
で
し
ょ

う
か
L
ハ
周
恩
来
怨
録
・

ω
年
代
上

泌
の
対
人
辿
合
会
を
訪
問
し
て
）

も沢市胤は、
四問の
結婚挺をも

っ。
劉少奇のそれは、ムハ同に及

ぶ。
林彪は、
少なくとも一回で

はない・・・・：。
中国の．要人は、
ほとんどが数

回の媛婚経験をもっている。
な

かには、
本命の途上、
裂が銃弥

に倒れた：：：ため、
市内婿したケ

ースも少なくない。
つまり、
革

命は、
それだけ厳しいものがあ

<,., 
A・
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jeっ
た。
だか
ら、
離
婚
波と
い
う

相
よ
りは、
や
は
りニ
ュ
アン
ス
と

回
し
丈
は
再
熔
歴、
ない
し
は
結婚

同
歴
と
呼
ん
だほ
う
が、
正
確か
も

品
し
れ
ない。

叩

そ
れ
に
し
て
も、
四
回、
六
回

：
と
い
う
の
は、

常識以
上に
多

い
の
で
は
あ
る
ま
い
か。
事
実、

，
レ
セ
プ
ショ
ン
に
夫
人
同
伴で
現

ト
わ
れ
る
中国
要
人
た
ち
をみ
て
い

回
る
と、
不
釣
り
合い
なほ
ど
若い

夫
人
を
巡
れ
て
い
る
そう
だ。

刷

見
方に
よっ
て
は、
もっ
と
も、

そ
れ
は
中
閣の
荒ム叩
家
た
ちの
人

間臭さの
現
わ
れ
と
い
う
解釈
も

勾
で
きよ
う。

この
革命
家の
夫
人た
ち
が、

ま
た、
政
治の
場に
進
出し
て
い

る
の
も
特徴
だ。
男
女
同
織
を
唱

え
る
社
会
主
義
問
ら
しい
話？
あ

る。
ご
存じの
よ
うに、

E
沢
東夫人の
江背
は

党
中
央
政
治
い州
委
員

ご、
中
国の
文
字
ど
お

り
トッ
プ
夫
人。

こ
の
ほ
か、
死
亡
し

た
林
彪
夫
人の
策
略は

政
治
局
委
員だっ
た。

劉
少
奇一夫
人の
王
光
美

は、
全
国
人
民
代
表
大

会
代
議
員だっ
た。
両

夫
人の
場
合、
夫の
林

彪
と
劉
少
脊が、
出
世

す
る
と
と
もに、
その

地
位に
抜州制
さ
れ
た
と

い
わ
れ
て
い
る。

こ
う
し
た
，
政
治
夫
人’
の
判〔祉協

は、
た
だ、
と
き
と
し
て、
政
治の

舞
台に
，
女の
争い’
を
持
ち
込
む

結
果
を
招い
た
l！と
い
う。
た
と

えば、
劉
少
脊は、
文
化
大
革
命の

過程で
失
脚
し
た
が、
その
ウ
ラ
の

背
婦に
は、
江
古
と
玉
光
美

の
首位執
が
あっ
た、
と
さ
れ

て
い
る。

寸
壁
新
聞は、
彼
女ハ
玉

光
焚〉
が
党
内
，ブ
ル
ジ

ョ
ア’
分
子、
，
修
正
主

義’
分
子
を
擁
談し
よ
う

と
し
た
と
攻撃し、
ま
た

宝石
を
掛川飾
り、
派
手
な

MK
裂に
す
る
美
容
師を
好

ん
だ
と
非
難
し
た。・：
：

彼
女は、
文
化
大本
命の

本物の日未永縁迭
削
指
導
者
で
あ
る
毛
夫
人
と
は
明

らか
に
う
ま
くい
か
なかっ
た・

毛
夫
人の
助
言
を
符
て
い
る
出
版

物で
は、
玉
光
美は
軽
斑
さ
れ、

冷
笑
さ
れ
て
い
るLハエ
ド
ガ
1・

ス
ノ
l
者
『中国の
赤い
星』
・

略
伝〉

江
菅
と
王
光
美と
い
う、
い
わ
ば

党
主
席
夫
人と
国
家
主
席夫
人の
聞

の
嫉
妬
心
の
踏
倒こ
そ
が、
劉
少
脊

の
破
滅
を
も
た
ら
し
た
iーと
い
う

緩
端
な
見
解
も
あ
る
く
らい
だ。

林
彪夫
人の
楽
群の
場
合は、
林

彪事
件の
依
前に、
毛
沢
東に
よっ

て、
「
林の
と
こ
ろ
で
は
禁
群
が
弁

公
室
主
任で
あ
り、
：：：
林に
銘示

を
乞
う
と
き、
すべ
て
彼
女
を
過
さ

ね
ば
な
ら
な
かっ
た」
〈・幼
弁
民
進

『
周
恩
米
と
毛
沢
東
も
と
し
て、
批

判
さ
れ
た
と
い
う。

周
恩
来夫
人の
野
穎
超は、
五－

制弘°＇＇青7百
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四
運動
以
来の
祈
艶
ゑで、
古い
先

米は、
mw
頴超
以
外の
女
性に
近づ

歴
を
誇っ
て
い
る。
人民
代
表
大
会

か
な
かっ
た
とい
う
説
が
もっ
ぱ
ら

常
任
委
員
会
委
員の
職に
つ
い
て
い

だ。
愛
妥
家とし
て
有
名
なの
だ・

る
もの
の、
本
来の
キャ
リ
ア
か
ら

同
僚
が、
つ
ぎつ
ぎ
婆
を
と
りか

い
え
ば、
文
化
大
革
命の
と
き
で
も

え
る
なか
で、
周
恩
来だ
けは一
度

もっ
と
目
立っ
た
活
躍
を
し
て
もお

も
雄
婚し
て
い
ない。
中
国
妥
人の

か
し
くは
ない。

な
か
で、
結
婚し
て
その
ま
ま
金
絡

に
もか
か
わ
ら
ず、
部
穎超は、

式
を
迎
え
たの
は、
周
恩
来
と
中日

江官、
玉
光
美、
薬
群の
よ
うに
は

友
好
協会の
彦
承
志
会
長
だ
け
だ
そ

前面に
磁
り
出てい
くこ
と
を
し
な

う
だ。

かっ
た。
ど
う
や
ら、
周
恩
来も、

中
国の
革命
家が、
い
ず
れ
も
数

それ
を
望
ま
なかっ
た
ら
しい。

回の
結
婚
墜
を
もつ
の
に
対し、
周

周
恩
来は、
女が
政治
に
タッ
チ

恩
来の
夫紛
関
係
は、
やは
り
稀
お

し
た
と
きに
涜
れ
る、
ある
種の
訟

な
例
とい
わ
な
け
れば
な
る
まい。

劇
的
な
審
議：：：
を
知っ
て
い
たの

ス
キャ
ン
ダ
ル
の
ない
男
だっ
た
と

か
も
し
れ
ない。
だ
い
たい、
周
恩

い
えよ
う。

八
②
忍
耐
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
た
革
命
家
V

死

線

を

越

え

た

長

距

離

走

者

「
柳
伺
志、

忍
の
一

字
だ
よ。

革
命

の
た
め
に
、

わ
れ
わ
れ
は
歯
を
食
い

し
ば
っ
て
も
こ
れ
に
耐
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
だ
よ。

革
命
の
た
め
な

ら、

わ
れ
わ
れ
は
妾
に
な
ろ
う・

必

要
と
あ
ら
ば、

鎗
婦
に
も
な
ろ
う
で

は
な
い
か
：
：
：
」
（
周
鰭

録
・
1
9

27
年5
月 、
国民
党に
よ
る
共産

党員慮殺に
怒っ
たある
共産
党貝

を
い
さ
め
た
談
怒
）

周
恩
来の
南
開
中
学
時
代の
友
人

隠
駿は、
1
9
2
7
年4
月、
ソ
巡

大
使
館に
潜
伏
中、
当
時
北
京
を
支

配し
てい
た
張
作叙の
襲
撃
を
受
け

て
逮捕
さ
れ、
同士山二
十五
人と
と

もに
処
刑
さ
れ
た。

周
恩
来は、
同
年2
月
上
海で
武

装
蜂
起

を指導し
て
失
敗。
翌3
月

再び
上
海
で
武
装
鋒
起
を
指
慈、
成

功し
た。
が、
4
月
勝
介
石
が
反
共

ク
ー
デ
タ
ー
を
敢
行し
た
ため、
逮

捕
さ
れ
る
も、
の
ち、
武
漢に
脱
出

し
た。さら

に、
8
月
中
国

共産党は、

商
品
で
武
装
録
起、
失
敗。
持噂
者

の
周
思
米は、
容
浴に
の
が
れ
た－

U
月に
は、
周
恩
来は
広
東コ
ン

ミュ
lン
を
指導し
た
が、
失
敗
す

る。
こ
の
と
き、
広
東の
党合記
で

鈴
起のリ
ーダ
ーの
ひ
と
り、
隙
太

宙は、
大
衆抽出
会
を
終
え、
自動
車

で
走
行
中、
狙
撃
された。

周
恩
来は、
ま
た
し
て
も
香港へ

の
が
れ
た
が、

郭沫
若は
広
東コ
ン

ミュ
lン
の
失
敗に
つ
い
て、
日
記

に
こ
う
し
る
し
た。
プああ、
太
宙、

は
た
し
て
困
難に
死
ん
だ。
ロ
月日

目
か
ら日
目
ま
で
の
三
日
政
権L

1
9
3
1
年i
月の
中
国
共産
党

四
中
会会で、
周
恩
米は
軍事
部長

に
と
ど
まっ
た。
こ
の
と
き
周
恩
来

ら
に
反
対し
た、
右
派グル
ー
プ
の

何孟
雄
ら
十七
人は、
密か
に
集
会

中
租
界
都
祭に
踏み
込
ま
れ、
その

後南
京
政府の
溜
兵
隊に
よっ
て
処

刑
さ
れ
た。

その
後、
国
民
党に
よ
る
，
赤
刈

りH
は
ま
す
ま
すは
げ
し
く
な
り、

同6
月に
は、
総
書
記の
肉
忠
発
が

逮
捕
さ
れ、
処
刑
さ
れ
た。
ま
た、

モ
ス
ク
ワ
か
ら
帰っ
た
繁和
蘇も、

こ
の
年広
州で
処
刑
さ
れ
た。

1
9
3
4
年ω
月、
い
よい
よ
紅

軍
主
力の
長
征
がは
じ
まっ
た。
そ

の
途
中、
ニ
代
田
の
総
称記の
担
秋

白は、
病
九月の
ため、
行
軍に
同
行

で
き
ず、
後
方に
残っ
た。
の
ち、

逮
捕
さ
れ、
処
刑さ
れた・

い
ず
れに
し
ろ、
革
命の
過程
で

お
び
た
だ
しい
血
が
滅
さ
れ
た。
リで

し
て、
同志は
倒
れ
て
いっ
た：：：。

周
恩
来も、
幾
度か
死
線
を
くぐっ

た。
あ
る
と
きは、
周
恩
来の
首に

賞金
が
か
け
ら
れ
た
こ
と
もあ
る・

し
か
し、
彼は、
忍
耐
強

く奇跡
的

に
生
き
抜い
て
いっ
た。

か
くて、
1
9
4
9
年四
月1
日

中
繁
人
民
共
和国は
成
立
す
る。
周

恩
来は、
国
務
院総理
（
首
相）
兼

外
交
部長に
就
任
す
る。

「
私
は
共
同
綱
領
（
新
中
国
成
立

直
前
に
決
め
ら
れ
た
滋
法
に
あ
た

る
も
の
〉

の
惹
寮
を
説
明
し
な
が

ら、
感
慨
が
胸
に
せ
ま
っ
て
き
て、

声
る
と
だ
え
る
よ
う
で
あ
っ
た。

鋭
明
が
終
わ
っ
て、

自
分
の
席
に

も
ど
っ
て
き
て、

よ
う
や
く
感
動

も
静
ま
っ
た。

し
か
し、

そ
れ
で

も
次
の
錐
か
が
何
か
を
説
明
し
て

い
る
声
が
逮
〈
恒輔
の
中
か
ら
聞－回

え
て
〈
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た。

い
つ
か
、

私
は
過
ぎ
去
っ
た
普
の

追
想
に
ふ
け
り
な
が
ら、

し
み
じ

み
と
歴
史
の
変
転
の
壮
絶
さ
を
覚

え
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
Lハ
周

語
録・
1
9
4
9
年
中国
人民
政

治
帥岡
市間
会
議
を
終
え
て
、

新
聞
記

者
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）

新
生
中
国の
樹
立
後
も、
，権
力

〈
③
シ
ス
テ
ム
を
作
れ
る
革
命
家
V

闘
争’
は
つづ
い
た・
あ
ら
ため
て

説
明
す
る
ま
で
も
な
く、
文
化
大
革

命の
なか
で
劉
少
奇は
じめ、

実権

派が
追
放
され
た。
さ．ら
に、
林
彪

事
件
が
起こ
り、
彼は、
飛
行機で

逃
走
塗中
懇
ち
落と
さ
れ
た。

周
恩
来は、
文
革・の
な
か
で、
危

機説
が
噺か
れ
な
が
ら
も、
し
ぶ
と

く
生
き
残っ
た。

一
般に、

革命家は、
革
命樹
立

後の
新
体
制刷で
は、
は
じ
き
出さ
れ

るケ
l
ス
が
多い。
わ
が
国の
明
治

維
新に
お
け
る、
商
郷
険
盛
などは

その
典
型
で
あ
ろ
う。
し
か
し、
周

恩
米は、

天好を
まっ
と
うし
た。

革命家に
あり
が
ち
な、
短距
縫ラ

ン
ナ
ーで
は
ない。
彼は、
長
距
雌

ラン
ナ
ー
だっ
た
とい
えよ
う。
し

か
も、
トッ
プ
を
走ら
ない
で、一二

番
手、
四
番
手に
つ
け
る
賢い
長
距

離ラ
ン
ナ
ーだ。
い
ず
れあ
と
で
触

れ
る
が、

周恩
来は、
決
し
て
ぬ2

をめ
ざ
し
た
男
で
は・ない。

そ
れか
ら、
こ
の
長
距
離ラン
ナ

ー
は、
どこ
か、
勝海
舟に
似て、

息
が
長い。
死
線
をこ
え
た
男
だ
け

が
も
っ、
肺活
訟の
巨
大
さみ
たい

な
もの
を
感じ
さ
せ
る。

文

革

を

乗

り

越

え

た

周

の

秘

密

「
広
汎
な
労
働
者、

人
民
公
社
員、

科
学、

伎
術
要
員、

機
関、

企
業
の

幹
部
は
、

あ
く
ま
で
生
産
の
持
ち
場

を
守
り、

障問
機
を
は
ず
さ
ず
生
産
の

ポ
イ
ン
ト
を
つ
か
み
、

文
化
大
革
命

の
な
か
で
発
揮
し
た
天
を
つ
く
意
気
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込
み
を
ヱ
農
生
産
と
科
学
実
験
の
な

か
に
そ
そ
ぐ
べ
き
で
す
」
（
周
語
録・

回
年
8
月
見
回
）

「
鉄
道
大
臣
を
ざ
が
し
た
ら、

ど
う

し
て
色
み
つ
か
ら
な
い。

造
反
波
に

よ
っ
て
長
辛
店
〈
北
京
郊
外
の
機
関

車
修
理
工
場
）

に
つ
れ
て
い

か

れ

て、

回、

五
日
も
批
判
さ
れ
て
い
た

の
だ。

首
相
が
大
匿
を
み
つ
け
ら
れ

な
い
の
で
は
仕
事
に
な
ら
ん
」
（
周

必
録
・
目別
年
1
月
〉

「
国
務
院
各
部
（
省〉
の
行
政
指
除、

党
中
央
の
も
の
で
あ
り、

そ
の
承
毘

な
し
に
は
奪
権
は
で
き
な
い
」
ハ
周

語
録－
M
年
2
R
造
反
派
へ
の
指
示
〉

文
化
大
革
命は、
毛
沢
東と
劉
少

脊の
争い
だっ
た・
毛・ポ
来が
文
化

大
革
命を
発
動
し
た
主
婆
な
目
的

は、

劉少奇
をは
じ
めと
す
る、
修

正
主
義
路
線を
歩む
実
機
派を
打
倒

す
る
こ
と
だっ
た。

が、
周
恩
来は、
必
ず
し
も、
毛

沢
東の
文革
路線に、
全
面
的に
民

な
を表
明し
て
い
たの
で
は
ない
と

い、
三
だい
い
ち、
毛
沢
東は、
周

恩
来が
お
さ
め
る
国一
務
院
ハ行
政

府）
に
も、
標
的
を
あ
わ
せ
てい
た

とい
う
説
まで
あ
る。

(1972年9月〉

毛
沢
東は、
文
革の
さ
なか、

つ
ぎ
の
よ
うに
諮っ
てい
る。

「
北
京

市委員
会に
あ
ん
なに
多

くの
人
間は
い
ら
ない。
人
間が

多い
と、
屯局を
か
け
た
り丹人唱

を
か
け
た
りだ＠
日常
占は
ひ
と
り

処
ら
ずグ
ピ
に
し
ろ。
わ
た
し
は

前線に
い
たと
き、
項
北
とい
う

泌
S
が
い
た
が、
その
あ
と
撤
退

し
た
と
きに
は
秘
3は
つ
か
なく

なっ
た。
役
類を
受
けつ
け
た
り

だ
し
た
り
す
る
人
聞
がい
れば
じ

ゅ
う
ぶ
ん
だ」
（『
毛
沢
京
思
忽万

波
も「一革

命
を
しよ
う
と
し
ない
もの

に
は、
その
頭
上に
まで
箪
命が

波
及
す
る
ぞ。
なぜ、
省、
市
委

員
会、
新
聞
社、
国
務
院を
包箇

す
るの
を
汗さ
ない．の
か」
（ω

午
7
月
幻
自
の
毛
沢
双
の
談
減
）

田中角栄前首相を迎えたこと也…－．

紅
衛
兵が
現
わ
れ
たの
は1
9
6

6
年8
月で、
彼
らは、
二
か
月
後

の
ω
月に
は
間
務
院名
部を
攻繋
し

は
じめ
た。
あ
る
と
き、
紅
衛
兵は

こ
昼
夜に
わ
たっ
て、
周
恩
米
を
包

闘
し
たこ
と
が
あ
る。

周
恩
来は、
そ
う
し
た
な
か
で

も、
粘り
強
く
紅
衛
兵
を
説
得
し

た。
た
と
え
ば、
O
O
省のx
x
人

民
公
社の
巡
中が
面
会に
き
た
と
し

よ
う。
す
る
と、
周
恩
米は、
x
x
人

民
公
社の
某さ
ん
は
ゼ
う
し
てい
ま

す
か
と、
商
会
者に
尋ね
る・

尋
ね
ら
れ
た
ほ
う
は、
びっ
く
り

す
る。
田川
総
理は、
なぜ、
わ
れ
わ

れの
人
民
公
社の
内
部に
精
通し
て

い
るの
だ
ろ
う
か。
総
理は、
そん

な
細か
い
とこ
ろ
まで
に
目
配
り
し

て
い
るの
か、
と
あ
ら
た
め
て
敬
服

す
る
次
第だ．

文
革・の
過
粍で、
周
恩
米の
株は

逆に
あ
がっ
た
とい
う。
江
古
な
ど

が
出
す
指示と
比べ
て、
その
的
確

さ
に
おい
て
数段
上だっ
た。
そ
れ

だ
けに、
最
後は
総
理に
面
会
し
た

い
ーーとい
う
戸
が、

協献と
し
て

湧
き
起こっ
た
そ
う
だ。
周
恩
米
な

ら
ば、
難
問を
た
ち
ど
こ
ろに
解
決

し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
とい
う
わ
け
で

あ
る。で

は、
なぜ、
周
恩
来は、
そ
ん

な
地
方の
人
事まで
知
り
尽
く
し、

む
ずか
し
い
問
題に
的
確
な
判断を

ほ
と
ん
ど
瞬
時に
下
せ
たの
か。
そ

の
理
由は、
多
分、
国
務
院とい
う

行政官
僚
機総を
完
全に
撮っ
て
い

た
か
ら
で
あ
ろ
う。
周
回芯
米は、
官

僚を
手
足の
よ
うに
使っ
て
い
た、

とい
う
説
だ。
最
優
秀

な｛同僚に
よ

る、
ブ
レ
ーン・
シス
テム
をつ
く

りあ
げ
てい
たの
で
は
ない
か、
と

い
うの
だ。
周
恩
来が、
0
0
省の

x
x
公
社の
連
中に
会
う
と
きは、

その
ずレ
lン、
ス
タッ
フ
が
事
前

にx
x
公
社の
内怖を
調
査
し、
面

会の
数
分
前に
で
も、
周
恩
来に
調

べ
た
結
栄を
耳
打
ち
す
る：：：。

中
国は、
広い。
い
くら
記
憶
力

が
よ
く、
ま
た、
人
柄が
す
ぐ
れ
た

周
恩
米で
も、
あ
あ
まで
み
ご
とに

紅
衛兵を
扱
う
こ
とは
で
き
なかっ

八
④
奇
想
天
外
な
手
を
打
つ
革
命
家
V

た
で
あ
ろ
う・

彼は、
内
政を
進め
る
う
え
で、

徹
底
的に
官

僚機械を
作
動
さ
せ
て

い
たの
で
は
ない
か。

なに
し
ろ、
官
僚は、
もっ
と
も

高
度で、
良
質な情
報
を
収集し
て

い
る。
そ
れ
を
最大
限に
利
用
し
た

の
で
あ
ろ
う。

こ
う
考え
て
く
る
と、
周
怒
来は

維
新後、
内
務
省を
制
設、
注
射能し

た
大
久
保
刺
通タ
イ
プの
革
命
家の

よ
うに
思わ
れ
る。
そ
の
意
味
で

は、
毛
沢
東は、
さ
しづ
め
西
郷
除

盛か
も
し
れ
ない。
周
恩
米は、
革

命の
実
践
者とい
う
よ
り、
革
命の

事
業
家といっ
たほ
う
が
適
切
か
も

し
れ
ない
の
だ。

グ

談

判

先

生
H

が

発

揮

し

た

手

腕

「
1
9
3
6
年
は
董
溝
橋
事
件
の
前

夜
で、

蒋
介
石
が
西
安
で
拘
禁
さ
れ

た
の
で、

私
は
そ
の
と
き
党
の
命
令

を
う
け、

西
安
に
お
も
む
坦
＼

張
学

良
に
蒋
介
石
を
釈
放
し
て
共
に
日
本

帝
国
主
穫
に
抵
抗
さ
せ
る
よ
う
に
勧

告
し
ま
し
た。

そ
の
と
き
も
中
国
が

今
日
の
よ
う
に
な
る
と
は
思
い
ま
せ

ん
で
し
た。

務
介
石
を
釈
滋
さ
せ
た

の
色、

今
日
彼
が
台
湾
に
逃
げ
さ
る

と
は
な
お
さ
ら
思
い
ま
せ

ん
で

し

た」
〈
周誇
録・
19
61
年1
月

初
日）

世に
い
う
西
安
事
件
に
つ
い
て

は、
い
ま
もっ
て
謎の
部
分が
多い。

1
9
3
6
年目
月四
日
朝、
満
州を

追わ
れて
きた
副
総
司
令の
張
学
良

は
ク
ーデ
タ
ー
を
起こ
し、
府介石

を
逮
捕し
た
とい
う
の
が、
ま
ず、

こ
との
起
こ
りだ。

強の
部
下と
編成
城は、
勝の
処

刑を
強
く
主
張し
た。
張
学由民は、

周
恩
米の
助
け
を
借
りよ
う
と
思っ

た。「
方
策を
仙相
談し
た
い
か
ら
西
安

に
き
て
ほ
し
い
と、
た
だ
ちに
周
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頭
の

毛
が

気
に
な
る

方
に

ヘ
ヤ
l
クロン
が
あり
ま
す

恩
来に
打
浴し
た。
二、一－
百
後

周は
ふ
た
りの
人
聞
を
と
も
なっ

て
やっ
て
き
た。
周は、
その
と

きに
は
あ
た
か
も
西
安の
黒幕の

よ
う
で
あっ
た」
〈
張
学
良
『俄

hm
Hr〉

結附
迷
捕の一
報
を
聞い
た
中
国
共

産
党の
面々
は、
一
様に
沸
きたっ

た。
憎
き
勝の
最
期の
時が
い
よ
い

よ
き
た：：：
と
手
を
叩い
た。
いっ

ぽ
う、
当
時、
ス
タ
l
リ
γ
は、
勝

介
石が
中
間の
抗日
巡
動
を
指
導し

て、
日
本・
を痛めつ
けてい
る
こ
と

を望ん
で
い
た．

西
安に
釆り
込ん
で
き
た
周
恩
来

は、
そ
う
し
た
空
気の
なか
で
も、

あ
く
まで
冷
静だっ
た。
後は、
西

安
事
件
を
巧
妙に
利
用
し
た・
どの

よ
う
な
秘
密
協定が
結
ぼ
れ
た
か、

将
しい
部
分につ
い
ては、
い
ま
だ

に
明
らか
で
は
ない
が、
とに
か
く、

周
恩
来
は
勝
介
石か
ら
釈
放と
引き

� 

医薬部
外口問

省
え
に、
内戦
中止
の
同
意をと
り

つ
け
た。

そ
し
て、
その
後の
中
国
共産
党

と
国
民
党に
よ
る
抗日
戦
線の
端
緒

を
聞い
た。
ク
ー
デ
タ
ー
の
抜
本

人、
張
学良の
目
的は、
絡に
民
族

的
抗日
戦
線
主λけい
れ
させ
る
こ

と
だっ
た
か
ら、
すべ
ては、
こ
れ

で
八
方
丸
くお
さ
まっ
た
わ
け。

，
談判
先
生’
と
異
名
をとっ
た、

周
恩
来の
面白
線
如
た
る
活蹴ぷ
り

と
い
えよ
う。
と
に
か
く、
彼は、

難
問
を
解
決す
る
に
あ
たっ
て、
人

の
怠表
をつ
くア
イ
デ
ア
を
考え
出

す
才に
た
けてい
た
とい
う。

張
図
熊の
同
恕に
よ
る
と、
上
海

時
代の
周
恩
来と
劉
少脊
を
く
らべ

た
場
合、
後
者が
石
橋
を
叩い
て
波

る
タ
イプ
で
あっ
た
の
に
対し、
前

者は
奇
想
天
外
な
ヒ
ラ
メ
キ
型だっ

た
ーーと
してい
る。
だ
か
ら、
ひ

と
た
び
尋
”前な
手
段で
は
解
決で
き

そ
う
に
も
ない
問
題
が
起こ
ると、

必
ず周
恩
米が
担
当
す
る
こ
とに
な

っ
てい
た。
事
実、
彼は、
思い
も

よ
らない
非
凡
な
発想で、
問
題
を

解
決し
た
とい
う。

戦後の
中
圏
外
交に
おい
て
も、

彼の
そ
う
し
た
才
能は
遺
憾
な
く
発

郷され
た。
1
9
5
4
年の
朝
鮮、

イン
ドシ
ナ
問
題に
関
す
るジュ
ネ

ー
ブ
会
議での
諸
だ。
中
国が
革命

後
国
際
外
交の
檎
舞
台に
登
場
す
る

の
は、
ジュ
ネ
ーブ
会議がは
じ
め

てだっ
た。
各
国は、
社
会
主
義
国

中閣
がい
か
な
る
外
交
を
版
関
す
る

か、
閑唾
を
飲ん
で
見守っ
た。

その
と
き、
周
恩
米が
とっ
た
態

度が
際
立っ
てい
た
の
だ。

最初に

レマ
ン
湖
畔の
大
別廷
を
借
り
切っ

た。
つ
い
で、
商
級
乗
用
車二
十
台

を
買い
付
け、
さ
らに、
何
十
人
と

い
う
中
禁
料
理のコ
ッ
タ
を
呼
びつ

け、
各国
記
者
聞
を招い
て
大
々
的

にパ
ーティ
を
聞い
た。

従
来の
共・必
凶
外
交とは、
ケ
タ

国…歯抑制
Tま渇大阪府高嶋市輔自町3•l号
leltO'泥6)82・5541大It興

は
ず
れの
相
違ぶ
りに、
西
側は
び

か。
彼の
策し
た、
例の
隊
長
巡
合

つ
く
り
す
る
と
同
時に、
こ
れは
話

と
周
恩
来の
留
安
事
件の
解
決ぷ
り

し
合え
る
相
手
だ：：：
とい
う
印
象

な
どは、
ま
さに
共
通
点が
あ
る。

を
受け
た。
こ
れで、
新
生
中閣の

そ
れ
か
ら、
性
格
が
聞
けっ
ぴ
ろ
げ

狩
価は一
気に
高まっ
た。
周
恩
米

で、
陽
気なと
こ
ろ
も
似てい
る。

外
交の
大
成
功
で
あ
る。

人
なつっ
こ
い
而
も同
じ
だ・
とに

あ
え
て、
わが
国で
こ
の
テ
の
人

か
く、
周
恩
米は、
外
凶
人とい
ち

物
を
捜
すと
す
る
と、
坂
本竜
馬が

ば
ん
た
く
さ
ん
手
を
握っ
た
人物
と

そ
れに
あ
た
るの
で
は
あ
る
ま
い
・
い
わ
れ
てい
る。

〈
③
先
頭
を
走
ら
な
か
っ
た
革
命
家
V

自

己

批

判

し

地

位

を

毛

に

渡

す

「
私
た
ち
は
悲
し
み
の
涙
な
ど
流
し

た
り
は
し
ま
せ
ん。

私
た
ち
が
流
す

の
は
怒
り
の
涙
で
す。

流
す一
涙
は
閉

じ
で
も、

そ
こ
に
は
大
き
な
ち
が
い

が
あ
り
ま
す。

私
た
ち
は
人
民
の
た

めに
闘い
ま
すが、
セ
ン
チ
メ
ン
タ

リ
ズ
ム
な
ど
は
私
た
ち
に
は
何
の
役

に
も
立
ち
ま
せ
ん。

私
た
ち
の
革
命

の
経
験
は、

数
多
く
の
同
志
た
ち
の

生
命
な
も
っ
て
隠
っ
た
も
の
で
す・

血
で
容
か
れ
た
私
た
ち
の
政
策
は
ニ

滴
三
浦
の
感
傷
の
涙
な
ど
で
洗
い
流

せ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」

（
問川

務
録
・
1
9
3
7
年
間
民
党
の
将
軍

へ
の
談
窓
〉

周
恩
米は、
1
9
3
5
年1
月の

遵議会議に
おい
て、
江
西の
敗
戦

と
撤
退
作戦の
災
任
を
追
及
さ
れ

た。
その
と
き、
軍
事
委
日
会
主
席
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曹

の
地位に
必っ
た
周
恩
来は、
自
分

に
対
す
る
朱
徳、
林
彪らの
軍
人の

非
難
を
き
くや、
た
だ
ちに
その
地

位
を
お
りる
決心
を
し
た。
そ
し
て、

彼
は、
自
己
批
判す
る
と
と
もに、

毛
沢
東に
平事
指
導
権
を与え
るべ

き
だ、
と
主
張
し
た
の
だ。

週刊ii.XI-

周
恩
来が、
中
国
共－M脱
党の
軍事

権
を診
握
す
る
こ
と八
年に
わ
たっ

た
が、
彼
は
あっ
さ
りと
その
地
位

を
お
りて
し
まっ
た。
こ
れに
よっ

て、
毛
沢
東は
初
め
て
軍事の
金
権

を
握っ
た
の
で
あ
る。
こ
の
と
き
周

恩
来三
十六
歳、
毛
沢
東西
十一
歳。

「
毛は
文
革の
期間に
も
なお
遵

議会
議の
こ
と
をふ
れ
て、
『
当

事
周
恩
来がい
なかっ
た
な
らば

だめ
だっ
た、
舞
台に
立
て
なか

っ
た』
と
いっ
て
い
る。
周の
こ

の
行
動が
あ
る
た
め、
毛は
権
力

をとっ
た
の
ち
長い
あい
だに
わ

たっ
て
か
れ
を
信
任
し
なかっ
た

と
は
い
え、
数次の
政
治
運
動に

おい
て
過去
を
と
わ
なかっ
た・

周
恩
来が
終
始
平
安
無
事で
しか

も
重要一
な
地
位
を
維持す
る
こ
と

が
で
き
た
の
は、
た
ぶ
ん、
毛
沢

東が
当
時
位
を
ゆずっ
て
く
れ
た

功
紛に
感謝
し
て
い
る
か
ら
で
あ

嚇絡機 岨地

る
L

q
周
恩
米
軍川
伝
も

周
恩
来は、
毛
沢
東の
なか
に
自

分
以
上に
天
才
的な
寧事
才
能
を認

め
た
が
故に、
軍
事
委
員
会主
席の

イス
を
毛に
ゆずっ
た
の
で
あ
ろ
う

か。
そ
こ
らあ
た
りは、
謎に
つ
つ

ま
れ
て
い
る
が、
と
の
周の
行
動に

よっ
て、
と
もか
く、
毛
沢
東は一

気に
中
国
共産
党の
なか
で、
その

地
位
を
ゆ
る
ぎ
ない
もの
に
し
た。

た
し
か
に、
毛
沢
東に
とっ
て
は、

周
恩
来サマ
サマ
で
あ
ろ
う。

し
か
し、
毛
と
周の
関
係は、
決

し
て
生
易しい
もの
で
は
なかっ
た

よ
うに
思
わ
れ
る。
か
りに、
周
恩

来が
毛
沢
東に
従
順で
あっ
た
と
し

て
も、
そ
れ
が
額商
ど
お
りの
もの

で
あ
る
か
ど
うか。

「
周
恩
来が
毛
沢
東に
従
順なこ

と
は

劉少奇に
ま
さり、
林
彪に

お
と
ら
ない．
勲
功
の
点
で
も

占R
お
求め
は
お
近
くの
理
容
室で

劉
少
脊と
林
彪に
ひ
け
をとら
な

い。
才
幹と
な
る
と、
劉、
林
以

上
で
あ
る。
と
こ
ろ
が、
毛
沢
東

は
劉、
林
を
前
後
し
て
後継
者に

選
ん
だ
が、
周
恩
来の
こ
と
は
ぜ

っ
た
い
に
顧
慮し
なかっ
た・
こ

の一
事は
周
恩
米の
年来の
境
過

を
説
明
す
るに
十
分で
ある。
彼

は
疑わ
れ、
轡
戒
さ
れ
て
き
た
人

間
なの
だL
q
周
恩
来野伝』
〉

考
減して
い
た
点に
お
い
ては、

周
恩
来
も
同
じ
で
あ
ろ
う。
だ
が
放

に、
彼は
決して
ぬ2
の
地
位に
の

ぼ
ら
なかっ
た。
毛と
の
関
係に
お

い
て、～必
ず、
劉
少奇な
り、
林
彪

を
お
い
て、
毛と
は
直
接
対決
す
る

こ
と
が
ない
よ
う
配
慮し
て
い
た
よ

うに
見
受け
ら
れ
る。

い
ず
れに
し
ろ、
周
恩
来は、
こ

と
毛
沢
東に
闘
す
る
か
ぎ
りJ
，
若

手
意識’
と
い
う
よ
う
な
もの
が
あ

っ
た
ら
しい。
英
雄は
英雄の
心
を

．白書長を徐々伝染毛し、 白書量をめ
だたな〈するへアークリーム／

フラッキンクヘヌフークリームはm

弱の盗塁で、 自a墜をぷ々！こ自然な

m.髭〈隠掲色）I之主食毛し、 臼疫をめ

だt;.1;,主くするヘ戸ークリームです。

トリードメシト剤〈ラノ1）ン〉の働き

で、髭を健康lこ保ち、若々しいソフ

ト広ヘ7フースタイルをつくりまず。

〈鋭明容をよ〈続んでお使い〈ださい〉

・髪を健康に保つ
トリートメントAllftC合／

知るの
た
と
え
で
は
ない
が、

革命

家周
恩
来は
毛
沢東の
なか
に
天
才

芸叩
家の
授
賞
を
発
見した
の
か
も

し
れ
ない。
商
人
は、
奇
妙
な
ラ
イ

バ
ル
意
識に
よっ
て、
運
命
的に
結

ぼ
れ
て
い
た
と
もい
え
る。
た
だ
ひ

とつ
た
しか
な
こ
と
は、
ど
ち
ら
が

欠け
て
も、
今日
の
中
国は
なかっ

た
だ
ろ
うと
い
うこ
と
で
ある。

取
材
協
力
（
敬
称
略
・

傾
不
問
〉

高
回
定
住
雄
ハ
評
諭
家
）

白
土
寄
夫
（
臼
中
文
化
交
流
協
傘

常
任
理
事・
事
務
局
長
）

・
楽
園
穂
（
中
国
問
題
評
論
家
〉

中
嶋
出晴
雄
（
京
外
大
助
教
授
〉

宮
川
寅
雄
（
和
光
大
教
授
）

鳥
居
民
ハ
中
国
研
究
家
）

伊
違
宗
嗣
ハ
評
論
家
〉

上
原
信
夫
（
社
関
法
人
・

中
国
研

究
所
・

事
務
局
長
〉

杉
充
胤
（
現
代
中
関
医
療
協
会
・

理
事
長
〉
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